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松本市の概要： 信州第2の都市（人口23万7千人、10万7千世帯、面積978.47平方Km）
松本市の気候： 周囲を3000m級の標高の高い山地に囲まれている影響で、間を通して湿度が
低く、年間降水量も少ない、晴れの日が多いという安定した気候。夏の快適さと冬の寒さ（どちら
を取るか？）
松本の歴史：戦国時代は武田信玄の支城として深志城、秀吉により石川数正が松本に任命され
松本城、天守閣の整備、江戸時代は徳川親藩による地方城下町として前田藩を警戒。 明治維
新以降一旦は松本県となったが、長野県に併合される。
松本人の気質：長野市と一線を画し、対抗意識、2つの国宝（松本城、開智学校）によるプライド
松本の魅力：三ガク都（岳都、学都、楽都）

山岳（登山）：乗鞍岳、穂高岳、槍ヶ岳、常念岳、燕岳、大天井岳 他
観光地（温泉以外）：上高地、乗鞍高原、美ケ原など 安曇野市が隣町
勉学・教育：まじめで親切、礼儀正しく、躾の良さが滲み出る人づくり
音楽：小澤征爾松本フェスティバル（サイトウ記念オーケストラ：毎夏の公演）

ヴァイオリンの鈴木メソードの本拠地
松本の医療体制：医師の数は全国平均の1.5倍、

大病院が市内に16、前市長は医師出身で15年間君臨
コロナの感染者は非常に少なく抑え込んだ

松本の湧水、温泉：市内に10数か所の湧水、阿蘇、富士と並ぶ名水、松本全域で温泉は13か所
（ブラタモリの中で紹介あり）
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